
地区別事業概要 

事 業 名 中山間地域農業農村総合整備事業 地 区 名 安来
や す ぎ

関係市町村 島根県安来市
や す ぎ し

事 業 主 体 島根県 

事 業 目 的 本地区は島根県安来市の広瀬町、伯太町に位置する中山間地域であり、水稲を中心

とした営農が行われている。 

本地区の農地については、転作ができない湿田や不整形で狭小な区画であることか

ら大型機械導入の妨げとなっている。また用水路は未整備で土水路が多く、既存の現

場打ち水路や二次製品水路は老朽化していることから、水管理や維持管理に労力を要

していることから営農に支障をきたしている状況である。 

このため、本事業により中山間地域の農地や農業水利施設等の生産基盤の整備を行

うことで地域農業の効率化や営農に係る経費の軽減を図るとともに、農業集落防災安

全施設整備により地域の生活環境の向上と緊急時の安全性を確保するなど、地域の課

題に応じた総合的な整備を行うことは、本地域の特色を活かした農業の確立に資する

ものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

86.1ha 210 戸 1,279 百万円 令和３～９年度 

主要工事 ほ場整備 62ha 
 用排水路 ２km 
  暗渠排水 19ha 
 集落防災安全施設 4基

関連事業 なし 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

1,930 百万円 1,157 百万円 1.66    総費用総便益方式 

概 要 図 別添のとおり 

■総事業費 
①事務的経費を除く（自然数とする（小数点第１位を四捨五入））。 
②採択申請書と箇所別予算額の公表資料と整合を図る。 
③計画担当者と、実施（予算）担当者との間で十分に調整を図る（実施主体にも同様の連絡を行う）。
■フォント 
① ＭＳゴシック（標準）、10.5 ポイント 
② ふりがなは、5.0 ポイント（ふりがなの文字位置は均等割付） 
■数字及び単位等 
① 数字 
 ・一  桁：全角 
 ・二桁以上：半角。1,000 以上の場合、３桁区切りを付ける。 
② 単位 
 ・全角単位：一文字で完結する単位及び漢字表記の単位･･･「戸」「箇所」「式」等 
 ・半角単位：二文字以上の単位･･･「ha」「km」等 
③ 数値表記： 
 ・10.3km  → 10km 
 ・100.8km → 101km 
 ・650m   → １km 
 ・420m   → 0.4km 
 ・1.7km    → ２km

出典：安来地区中山間地域農業農村総合整備事業計画概要書（島根県農林水産部農村整備課作成） 



概　　　　要　　　　図



地区別事業概要 

事 業 名 中山間地域農業農村総合整備事業 地 区 名 第二大隅
だいにおおすみ

関係市町村 鹿児島県曽於市
そ お し

事 業 主 体 鹿児島県 

事 業 目 的 本地区は、鹿児島県曽於市の南西部を中心とした中山間地域の水田地帯である。 
本地区の農地は 10～20a 程度の小区画かつ不整形であり、また、農道は狭小なため、

大型機械導入の妨げとなっている。さらに、水路は用排兼用の土水路や一部が隧道と
なっていることから、維持管理等に多大な労力を費やしており、近年の農業就農者の
高齢化や過疎化・離農等による農業人口減少も相まって、耕作放棄地の急速な増加が
予測される。 
 このため、本事業を導入し、農地や用排水施設を整備することで、農業生産性の向
上並びに優良農地を確保するとともに、担い手への土地利用集積を図るものである。

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

61ha 309 戸 1,638 百万円 令和３～10 年度 

主要工事 用排水路      １km 
ほ場整備      51ha 

関連事業 なし 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

2,331 百万円 1,736 百万円 1.34 総費用総便益方式

概 要 図 別添のとおり 

出典：第二大隅地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農政部農地整備課作成） 



概　　　　要　　　　図

中山間地域農業農村総合整備事業　第二大隅地区

④堂ヶ尾・番屋団地
⑬増満団地

①黒牟田用水

③荒神田団地

⑤本鍋団地

⑥榎木段団地
⑩佐敷・狩谷団地

⑦片重団地

⑭相野々団地

⑨下川原団地

⑫平木団地
②上勢井用水

⑪中ノ丸団地

⑧前田団地



地区別事業概要 

事 業 名 中山間地域農業農村総合整備事業 地 区 名 煌
こう

耀
よう

南種子
み な みた ね

関係市町村 鹿児島県熊毛郡
く ま げぐ ん

南種子町
みなみたねちょう

事 業 主 体 鹿児島県 

事 業 目 的 本地区は、大隅諸島の一つである種子島の南端に位置し、地形は起伏の多い丘陵地
帯で丘陵部分から中央にかけて畑地、河川流域の低地には水田が開けている。これま
でに本町は、県営中山間地域総合整備事業や県営畑地帯総合整備事業をはじめ、各種
事業を導入し、農業生産基盤の整備に積極的に取り組んでいる。 

しかしながら、本地域においては中山間地特有の条件不利地において未整備区域が
残されており、近年の農業就業者の高齢化や過疎化・離農等による農業人口減少に伴
い、耕作放棄地の急速な増加が予測される。 
 本事業を導入し、中山間地域の農地や農業水利施設、農道等の生産基盤整備と生活
環境基盤を一体的に整備することで、効率的な生産性の高い優良農地を確保するとと
もに、農業の生産性の向上を図るものである。 

事 業 概 要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

90ha 275 戸 1,389 百万円 令和３～11 年度 

主要工事  用排水路      ５km 
農道          ９km 

 ほ場整備      ６ha 
  農地防災      0.2km 
  営農飲雑用水施設 ２箇所 

関連事業 なし 

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

1,708 百万円 1,453 百万円 1.17 総費用総便益方式

概 要 図 別添のとおり 

出典：煌耀南種子地区土地改良事業計画概要書（鹿児島県農政部農地整備課作成） 



概　　　　要　　　　図

中山間地域農業農村総合整備事業 煌耀南種子地区

1 西広田牟田用水路 360 m

2 ユルギ牟田用水路 220 m

3 水牛用排水路 1,010 m

4 稲庭用排水路 400 m

5 中ノ新開用排水路 650 m

6 鹿谷1号用水路 800 m

7 鹿谷2号用水路 260 m

8 鹿谷排水路 430 m

9 西広田牟田排水路 380 m

10 白木峯排水路 170 m

11 上木屋ノ久保排水路 690 m

小計 5,370 m

12 西広田牟田農道 500 m

13 新道農道 1,020 m

14 水溜農道 410 m

15 上瀬田農道 250 m

16 本村1号農道 290 m

17 本村2号農道 220 m

18 祭山農道 560 m

19 平松ヶ野農道 485 m

20 椿山農道 510 m

21 宮ノ前農道 710 m

22 高峰農道 275 m

23 白鳥農道 1,935 m

24 福ヶ野農道 440 m

25 摺久保1号農道 550 m

26 摺久保2号農道 150 m

27 摺久保3号農道 205 m

28 摺久保4号農道 205 m

小計 8,715 m

29 田尾団地 5.6 ha

小計 5.6 ha

30 比事理田排水路 230 m

小計 230 m

31 石ムレ営農雑用水 1 箇所

32 荒崎営農雑用水 1 箇所

小計 2 箇所
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□路線一覧表

工種 番号 路線名 事業量
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